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わんパーク大館（大館少年自然の家） プログラム紹介シート 屋内活動

絵カードビンゴ

主に幼児を対象とし、グループで協力して、制限時間内に絵カードを見つけるゲームです。１

時間程度が活動時間の目安です。野外活動の雨天時メニューとしてもご利用ください。

ねらい 所内に掲示されている果物や動物の絵カードを探す活動を通じて、【 】

最後まで諦めず頑張る心を育んだり、友達と協力して活動しようとす

る態度を培ったりすることができる。

★ 主に育成が期待できること （重点的なもの：◎ 関係のあるもの：○）

学習指導要領に示されている資質・能力 “ 問い」を発する子ども”の具体的な姿「

○ 問題を発見する姿
実際の社会や生活で生きて働く

知識及び技能

○ ◎ 他者と関わろうとする姿
未知の状況にも対応できる

思考力、判断力、表現力等

◎ ◎ 主体的に問題を解決する姿
学んだことを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力、人間性等

【対象学年（年齢 】 幼児（４・５歳児））

【人数・グループ】 ３０人程度・１グループ３～４人

持ち物・用意するもの 特に必要なし【 】

★こんな団体におすすめです！

・諦めない心や協力する心を育てたいという団体におすすめです！
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【展開例】

事前学習・準備 ・ペア、グループ等、活動形態を決める。

(必要に応じて) ・ペアやグループの相手を決める。

時間 活動内容 留意点

５ １ 活動のめあてを確認する。

ぜんぶのかーどがみつかるように、ともだちとちからをあ

わせて、さいごまでがんばろう。

５ ２ 活動の見通しをもつ。

・活動内容や活動の流れや活動場所を確かめる。

【活動の流れ】

①館内を探検して、動物や果物のイラストが描かれた、

１から２０までの絵カードを探す。

②絵カードを見付けたら、解答用紙

の同じ絵に○をする。

【活動場所】 ・活動に対するねらいや活

○スタートとゴールはレクリエーションホール。 動形態、細かな日程等に

○絵カードは、廊下や階段に掲示。 ついて、自然の家職員と

利用団体の職員（引率を

担当する方 が 事前 利） 、 （

用前日が目処）に相談さ

せていただくことで、子

どもたちの実態に応じて

。対応することができます

・事前にグループを決めて

おくと、スムーズに活動

に移ることができます。

・グループで活動する場合

は、当日の引率者数にあ

・活動時に注意することの説明を聞く。 わせてグループ数や各グ

、【活動時の注意】 ループの人数を決めると

○グループの友達と一緒に探す （１人で行動しない） 活動時に見届けをしやす。

○歩いて探す （館内は走らない） くなります。。

○部屋の中には入らない。
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３０ ３ 活動に取り組む。 【指導のポイント】

・開始時刻までの間に、トイレに行く、持ち物を整える ・ 次の絵カードはどこにあ「

などの準備をしたり、グループで相談したりする。 るのかな？」と、子ども

・開始時刻になったら スタートの合図で活動を始める たち同士が相談しながら、 。

。・館内を探検し、隠されている絵カードを探す。 活動できるようにします

・全部見付けたり、終了時刻になったらスタート場所に 引率者は、答えやヒント

戻る。 を教えるのではなく、子

どもが発する“問い”を○活動の中でこのような場面があります！

引き出したり取り上げたカ ー ド が ど こ に あ る か 、 話 し 合 う 。

りして、話合いを活性化

させます。話 し 合 っ た こ と を 基 に 、 カ ー ド を 探 す 。

例）

「次の絵カードはどこにあ

るかな？」

「ねえ、みんな、○○さん

は～と言ってるけど、ど

うすればよいかな？」

【安全管理】

・夢中になって絵カードを

探すあまり、窓や階段の

手摺りから身を乗り出す

等の危険な行為を、子ど

もたちがしないように、

。見届けと声かけをします

、※時間にゆとりがある際は

「カラフル大ちゃん」と

いう活動を、合わせて行

うことができます。

５ ４ 活動のまとめをする。 ・活動が終わったら、グル

・感想を発表する。 ープ毎に感想を聞いてお

くと、全体の場で発表し

やすくなります。

★実生活（学校や家庭等）でこのように活用することが可能です！

・絵カードビンゴで体験した 「最後まで諦めないこと」や 「友達と協力するこ、 、

と」を、園での活動や様々な行事に生かすことが可能です！


